
荒川・足立・葛飾

指定に対する
意見

・訓練士の連携及び事例検討など、３
区に均等な支援を要望する（荒川）
・地域包括支援センターとの顔の見え
る関係作りを要望する（荒川）
・同病院は救急医療や災害医療等に力
を注ぐなど、地域リハの支援に前向き
に取り組んでいるなどから、センター
の指定を受けることを要望する（足
立）
・在宅リハの支援、地域リハに関する
課題等の情報交換を積極的に進め、介
護等の現場の力量向上に応えることに
資する事業展開を期待する（葛飾）

・妥当である（足立）

有 1 箇所

【連携内容】

地区医師会区分

・高次機能障害者支援についての事例
検討やスーパーバイズを受けられるシ
ステムが欲しい（荒川）
・地域性や社会資源を考慮した研修会
の企画等を要望する（荒川）
・研修事業への講師派遣を依頼できる
体制の検討、かかりつけ医等を巻き込
んだ講演会等の企画を要望する（荒
川）
・リハ施設従事者とケアマネジャーと
の交流の場の設定等に取組むなど、意
欲的な姿勢を感じる（足立）
・地域包括支援支援センターのケアマ
ネ講師派遣と高次脳機能障害の精神保
健福祉手帳取得のための協力をお願い
したい（葛飾）

・妥当である（足立）

・医師会を中心として構築された各
種の疾患別連携ネットワークへの参
加（足立）

無 2 箇所無 1 箇所

・リハスタッフ、特にOTの増員を望む。
・明らかになった課題について、是非解決策を講じて欲しい。
・計画の実効性について具体案がある。
・できるかどうか問題であるが、計画はよい。事後検証しながら、進めて欲しい。
・足立区以外との連携を早急に構築すること。

選
択
す
る
役
割

区市町村等の事業への支援
・各自治体の在宅リハにおける問題点や課題を抽出
・在宅リハ支援事業の実施を検討
脳卒中医療連携推進事業への支援
・地域リハ支援センターとして会議等に参加すると
ともに、パスの活用を促進
高次脳のリハ事業への支援
・関係機関等からの相談を受け、リハの立場で適切
な助言を行う
・地域の関係者向けに研修の実施や啓蒙活動を行う
地域のニーズ
・支援ニーズ把握のために、地域包括支援センター
を対象にヒアリングを実施（2回/年）
・リハに係る地域の医療資源を調査し、地域に情報
提供を行う

・提案どおりならよい。
・患者等に対し、住宅改修や福祉用具等
の支援を行う際には、サービス職種等へ
のアプローチも必要である。

有

【連携内容】
・心身障害者福祉センターの利用者
の紹介（荒川）
・足立区災害医療時医療救護活動協
議会ＷＧ（足立）

箇所2

事業計画に
対する意見

２　事業計画と選定委員会での主な意見

OT・PT・ST等対象
・あだちPT･OTネットワーク等と協力し、勉強会や症
例発表会の開催（2回/年）
かかりつけ医対象
・地区医師会と協力して講演会等を開催（1回/年）
【足立区医師会】
・ホームページ上で情報提供
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リハ従事者とケアマネの交流の場の設定
・症例報告会等を実施し、終了後に、顔の見える連
携を構築するため懇親の場を設定
ケアマネ向け研修の実施
・地域包括支援センターと協力し、勉強会等を開催
【足立区医師会】
ケアプラン相談支援
・電話、FAX、メール（月～土 9:00～17:00）

・地域性の高い病院であるので、ケアプ
ラン支援のアウトリーチはできる限り、
パフォーマンスを発揮していただきた
い。

【総合評価】

・介護保険サービス事業所について、３
区全域への声かけを行って欲しい。
・足立区以外との連携を早急に構築する
こと。
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連絡会の開催
・地域リハビリテーション協議会の開催（1回/年）

　　社会医療法人社団医善会　いずみ記念病院（足立区）

地域リハビリテーション支援センターの事業計画について（区東北部）

事業計画 選定委員会での意見

１　選定病院

区市町村

現在の連携状況

３　区市町村・地区医師会への意見聴取

地
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・特になし


